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△
　写真は去る3月26日に曹洞宗宗務庁研修道場で開催された理事会の模様で

ある。正面奥の若槻修道理事長を中心に種々審議された。　（関係記事2面）
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四
議
案
を
審
議
承
認

　
全
量
の
理
事
会
が
、
去
る
三
月
二
十
六
日
午

前
十
一
時
か
ら
、
曹
洞
宗
宗
務
庁
研
修
道
場
で

開
催
さ
れ
た
。
若
槻
理
事
長
導
師
の
も
と
三
帰

依
文
唱
和
の
後
、
矢
萩
事
務
総
長
並
び
に
若
槻

理
事
長
が
挨
拶
、
議
長
に
若
槻
理
事
長
、
議
事

　
　
　
　
　
　
　
　
彦

録
署
名
委
貝
に
寺
田
義
淳
、
江
連
俊
則
の
両
町

を
選
ん
で
議
事
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
事
務
総
局
人
事
の
承
認
を
求

め
る
件
」

　
野
田
総
務
局
長
よ
り
上
程
。
三
月
十
三
日
文

　
　
　
　
　
　
　
　
臨
藍
ワ
b
【
「
魯
一
9
」
「

　
野
田
総
務
局
長
よ
り
上
程
。

事
務
担
当
者
連
絡
委
員
会
」
と
す
る
こ
と
で
、

設
置
が
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
三
号
「
専
門
委
貝
会
改
廃
の
承
認
を

求
め
る
件
」

　
野
田
総
務
局
長
よ
り
上
程
。
質
疑
応
答
の
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

部
大
臣
よ
り
改
訂
が
認
可
さ
れ

た
、
新
し
い
寄
付
行
為
に
基
づ

い
て
作
ら
れ
た
事
務
局
案
に
対

し
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
後
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
二
号
「
全
仏
担
当
者

連
絡
会
議
（
仮
称
）
設
置
の
承

認
を
求
め
る
件
」

　
　
　
　
　
　
名
称
を
「
全
盤

∵、

若槻理事長

　
こ
の
た
び
全
日
本
仏
教
会
理
事
長
に
御
推
挙

を
頂
き
、
．
そ
の
任
を
お
受
け
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
も
と
よ
り
浅
学
菲
才
の
身
で
、
そ
の
重
職
を

汚
す
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。　
思
う
に
、
私
が
久
し
く
遠
ざ
か
っ
て
い
た
全

日
本
仏
教
会
は
、
現
在
そ
の
社
会
的
役
割
が
非

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
四
号
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
其
日
本
仏
教

徒
委
員
会
規
約
一
部
変
更
の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
井
上
国
際
文
化
局
長
よ
り
上
程
。
杜
多
国
際

部
長
が
説
明
の
後
、
原
案
を
一
部
修
正
の
上
、

承
認
さ
れ
た
。

　
報
告
事
項
「
部
落
解
放
研
究
所
宗
教
部
会
か

ら
の
申
し
入
れ
に
つ
い
て
」

　
中
村
組
織
局
長
か
ら
、
宗
教
部
会
で
全
量
が

問
題
提
起
を
行
っ
て
ほ
し
い
と
の
連
絡
が
あ
っ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　
野
口
事
務
次
長
閉
会
の
挨
拶
で
、
全
て
の
日

程
を
終
了
し
た
。

理
事
長
　
若
　
槻
　
修
　
道

　
常
に
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
税
務
対
策
、
信
教

　
　
の
自
由
に
関
す
る
問
題
、
同
和
推
進
、
さ
ら
に

　
　
国
際
交
流
等
、
積
極
的
に
し
か
も
喫
緊
に
取
り

　
　
組
む
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
対
す
る
全
日
本
仏
教
会

　
　
の
活
動
が
、
全
国
五
十
八
宗
派
八
万
ヶ
寺
の
一

　
　
ヶ
寺
一
ヶ
寺
に
係
る
問
題
解
決
に
寄
与
す
る
も

　
　
の
と
信
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
無
く
て
は

　
　
な
ら
な
い
、
真
に
愛
せ
ら
れ
、
期
待
さ
れ
る
全

　
　
日
本
仏
教
会
で
あ
り
続
け
る
よ
う
前
進
し
た
い

　
　
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
何
と
ぞ
、
ご
加
盟
の
各
宗
各
派
、
県
仏
、
各

　
団
体
の
先
覚
信
認
の
格
別
の
ご
支
援
、
ご
教
導

　
を
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日宗連の理事会・参議会

新理事長に亀谷荘司氏

…　

坙
{
宗
教
連
盟

…
は
、
全
日
本
仏
教

…
会
を
は
じ
め
と
し

…　
て
教
派
神
道
連
合

…　
会
、
日
本
キ
リ
ス

…　
ト
教
連
合
会
、
神

…　
社
本
庁
、
新
日
本

…　
宗
教
団
体
連
合
会

…　
の
五
団
体
か
ら
成

……　
っ
て
い
る
。
各
賞

…　
体
は
五
年
に
一
回
、

…　
理
事
長
・
事
務
局

…　
長
を
輪
番
で
勤
め
、

…　
相
互
の
連
絡
・
交

…　
流
を
行
う
一
方
、

…　
宗
教
界
の
共
通
の

…
…
課
題
、
最
近
で
は

税
制
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
対
処
し
て
き
た
。

　
四
月
七
日
午
後
四
時
よ
り
、
日
本
聖
公
会
東

京
教
区
会
館
を
会
場
と
し
て
、
本
年
度
第
一
回

の
理
事
会
・
参
議
会
が
幹
事
会
に
ひ
き
つ
づ
き

開
催
さ
れ
た
。

　
主
な
議
事
は
、
昭
和
六
十
年
度
決
算
の
承
認

並
新
理
事
長
の
選
任
で
、
新
た
に
キ
リ
ス
ト
教

の
亀
谷
荘
司
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

　
会
議
の
終
了
後
、
三
浦
朱
門
文
化
庁
長
官
を

主
賓
に
迎
え
て
懇
親
会
が
和
や
か
に
開
催
さ
れ
た
。

　
日
本
宗
教
連
盟
へ
の
本
会
よ
り
出
向
の
方
々

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

幹監　　　 参理　　　〃　〃　　〃事事　　　議事
税
制
特
別
委
員

若
槻
修
道
理
事
長

桑
原
眉
尊
曹
洞
宗
宗
務
総
長

藤
原
義
昭
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
長

古
賀
制
二
真
宗
大
谷
派
宗
務
総
長

武
田
喬
彦
浄
土
宗
宗
務
総
長

野
口
善
雄
事
務
総
長

川
島
宏
之
総
務
部
長

　
　
　
　
石
川
浩
徳
財
務
部
長

一2一
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全
仏
事
務
総
長
就
任
の
挨
拶

、
辱
轟
4

野口事務総長

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

す
と
、

た
感
が
強
く
、

ら
ざ
る
を
憂
え
て
お
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

に
事
務
局
の
機
構
が
改
革
さ
れ
、

制
度
が
廃
止
さ
れ
た
初
年
度
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
正
直
申
し
上
げ
て
、
不
安
が
あ
る
訳
で
ご

　
　
一

勤
㌔
甦
嬉
ド
橘

こ
の
度
、
は
か
ら
ず
も
事
務
総
長
に
推
薦
を

　
　
　
　
　
　
　
　
み
ず
か
ら
を
省
り
み
ま

　
　
誠
に
不
相
応
な
大
役
を
お
受
け
い
た
し

　
　
　
　
　
恐
縮
い
た
し
、
ま
た
力
量
の
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
来
の
局
長

野
　
口
　
善
　
雄

ざ
い
ま
す
が
、
幸
に
し
て
会
長
、
理
事
長
並
び

に
関
係
の
諸
先
生
方
の
御
指
導
を
い
た
だ
き
、

ま
た
、
各
宗
よ
り
出
向
さ
れ
ま
し
た
事
務
局
職

員
の
皆
様
は
、
み
な
選
ば
れ
た
経
験
豊
か
な
、

エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
方
々
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
、
一
生
懸
命
、
な
ん
と

か
努
力
精
進
い
た
し
、
与
え
ら
れ
た
責
任
を
完

う
い
た
し
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　
時
局
は
変
転
し
、
大
き
な
組
織
の
力
を
も
っ

て
対
処
す
べ
き
諸
問
題
が
続
出
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
今
こ
そ
、
全
日
仏
の
責
務
や
大
な
り
で

あ
り
ま
す
。

　
何
卒
、
諸
大
徳
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
く
、

御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
部
落
解
放
基
本
法
制
定

　
　
　
を
求
め
る
署
名
運
動

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
の
お
願
い

　
部
落
解
放
基
本
法
制
定
要
求
国
民
運
動
中
央

実
行
委
員
会
（
会
長
大
谷
光
真
・
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
門
主
）
よ
り
、
部
落
解
放
基
本
法
制
定

を
求
め
る
署
名
運
動
に
つ
い
て
の
協
力
要
請
が

あ
り
ま
し
た
。
署
名
用
紙
は
す
で
に
加
盟
宗
派
、

県
仏
、
諸
団
体
へ
ご
送
付
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

よ
ろ
し
く
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
な
お
、
署
名
用
紙
は
五
月
三
十
一
日
迄
に
本

会
へ
ご
返
送
下
さ
い
。
ま
た
、
用
紙
が
不
足
の

場
合
は
本
会
迄
ご
連
絡
下
さ
い
。

磁
図
書
羅
懇
撚

『
業
・
宿
業
観
の
再
生
－
人
間
復
権
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B

挨
拶
す
る
大
西
正
義
同
盟
副
委
員
長
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く同宗連総会無
事
て
…

教
匹
…

京都で約39
100余名誉力

　
四
月
十
四
日
京

都
同
志
社
新
島
会

館
に
於
て
、
同
和

問
題
に
と
り
ぐ
む

宗
教
教
団
連
帯
会

議
（
同
宗
連
）
第

六
回
総
会
が
午
前

十
一
時
よ
り
墓
石

＋
九
教
団
売
名
余

り
の
参
加
者
を
も

っ
て
開
催
さ
れ
た
。

　
全
日
本
仏
教
会

は
、
同
宗
連
の
協

賛
団
体
で
あ
り
、

当
日
は
大
山
義
信
同
和
推
進
部
長
、
神
代
紹
三

皇
次
長
が
出
席
し
た
。

　
総
会
は
先
ず
議
長
、
来
賓
各
氏
挨
拶
の
後
、

昨
年
度
事
業
報
告
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
、
特

別
会
計
決
算
の
報
告
の
順
で
審
議
承
認
さ
れ
、

引
き
続
き
今
年
度
の
事
業
計
画
案
が
裁
決
、
同

一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
案
、
特
別
会
計
予
算

も
審
議
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
同
宗
連
規
約
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
活
発
な
質
疑
応
答
が
あ
り
、

出
席
教
団
大
多
数
の
賛
成
を
も
っ
て
承
認
さ
れ

た
。
総
会
終
了
玄
同
会
館
内
に
お
い
て
懇
親
会

が
開
か
れ
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、

後
に
随
時
分
散
し
た
。

　
の
宗
教
的
試
論
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
森
龍
邦
著

　
部
落
解
放
基
本
法
制
定
要
求
国
民
運
動
中
央

実
行
委
貝
会
事
務
局
長
・
部
落
解
放
同
盟
中
央

本
部
書
記
長
の
小
森
龍
邦
氏
が
著
わ
し
た
『
業

・
宿
業
観
の
再
生
－
人
間
復
権
へ
の
宗
教
的

試
論
』
　
（
解
放
出
版
社
・
価
一
八
○
○
円
）
が

出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
森
氏
は
、
当
会
で
も
第
四
・
第
五
回
の
同

和
研
修
会
に
お
い
て
講
演
を
賜
り
、
重
大
な
課

題
を
提
起
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
書
に
つ
い
て
の
お
問
合
わ
せ
は
、
解
放
出

版
社
（
大
阪
〇
六
・
五
六
一
・
五
二
七
三

ま
た
は
、
東
京
〇
三
・
二
九
一
・
七
五
八
六
）

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

目

胃
　
用
院寺

浅草通り五麹酸加盟店

二
■
Ψ
壷
・
；
一
ψ

商店燕六会潟土． 3宍田
東京都台東区寿2－10－9（地下鉄田原町駅前）

電話代表（841）4965
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目”””

零

　
仏
教
教
団
が
取
り
組
ん
で
き
た
過
去
の
差

別
の
事
実
調
査
を
通
し
て
、
差
別
戒
名
墓
石

や
過
去
帳
の
差
別
的
記
述
や
差
別
的
様
式
等

が
明
確
に
さ
れ
て
き
た
が
、
中
で
も
、
差
別

戒
名
の
手
引
書
と
考
え
ら
れ
る
『
貞
観
鳶
頭

格
式
目
』
や
『
無
縁
慈
悲
集
』
に
、
被
差
別

の
側
に
た
た
さ
れ
る
者
を
燕
丹
国
よ
り
渡
来

し
た
人
種
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
記
述
が

…

”　～”　
一

　0　姻”　”…””
の

…”

識
を
温
存
さ
せ
て
い
る
基
底
に
な
っ
て
い
る

事
も
明
確
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
も

し
こ
れ
を
、
単
に
差
別
戒
名
手
引
書
↓
差
別

戒
名
と
い
う
一
側
面
か
ら
の
み
と
ら
え
る
な

ら
ば
、
大
き
な
誤
り
を
お
か
し
、
そ
の
本
質

を
見
失
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　
身
元
調
査
を
撤
廃
し
て
い
く
運
動
が
提
唱

さ
れ
て
久
し
い
が
、
身
元
調
査
そ
の
も
の
は

　
身
元
調
査
が
「
何
の
為
に
」
行
な
わ
れ
る

の
か
、
そ
の
目
的
、
動
機
、
結
果
か
ら
く
る

問
題
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
ふ
ま
え
な
け
れ

ば
、
こ
の
身
元
調
査
撤
廃
運
動
は
実
を
結
ば

な
い
。
し
か
も
そ
の
背
後
に
あ
る
、
す
で
に

先
に
述
べ
た
部
落
に
対
す
る
偏
見
の
と
り
こ

に
な
っ
て
そ
こ
か
ら
脱
け
出
せ
て
い
な
い
認

識
、
ま
た
宿
業
と
い
う
問
題
で
強
い
支
え
に

…
　
　
喜
憂
翻
心
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
翻
踊
躍
翻
翻
翻
翻
翻
翻
・
　
　
　
　
　
　
　
…

…
難
團
静
黙
騨
，
麟
進
翻
灘
灘
欄
灘
騰
　
　
　
…

…
　
　
翻
翻
翻
翻
転
翻
・
翻
翻
縢
囎
　
翻
翻
・
囎
翻
麗
翻
翻
翻
翻
踊
躍
翻
懸
盤
麗
麗
・
　
　
　
　
　
　
　
…

…
　
　
　
　
　
　
　
　
山
北
光
彦
（
浄
土
宗
同
和
推
進
事
務
局
）
…

見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
今
日
の
部
落
史
か
ら
す

れ
ば
大
変
な
誤
り
で
、
支
配
者
の
政
治
的
意

図
を
も
っ
て
つ
く
り
出
さ
れ
た
差
別
を
隠
蔽

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

ま
た
部
落
差
別
を
今
日
も
根
強
く
支
え
偏
見

を
正
し
得
て
い
な
い
課
題
に
当
る
部
分
で
あ

る
と
こ
ろ
の
部
落
の
人
々
は
「
人
間
が
違
う
」

「
け
が
れ
て
い
る
」
と
い
う
言
語
道
断
の
意

r
・
6
も
‡
◆
奪
6
・
念
6
も
◎

6
1
●
ξ
3
も
▲
▼
‡ 単

純
で
大
ま
か
で
は
あ
る
が
人
間
分
類
で
あ

ろ
う
し
、
結
婚
、
就
職
、
商
取
引
等
に
か
か

わ
っ
て
興
信
所
等
で
調
査
さ
れ
る
内
容
は
、

著
し
く
人
権
を
侵
害
し
て
い
る
。
ま
た
、
現

実
の
社
会
生
活
の
中
で
自
分
の
知
ら
な
い
う

ち
に
情
報
が
伝
達
さ
れ
、
そ
の
情
報
に
よ
っ

て
一
定
の
制
約
を
受
け
た
り
、
著
し
く
生
き

る
権
利
を
う
ば
っ
て
い
く
事
も
あ
る
。

6

◆
◎
…

な
っ
て
き
た
仏
教
の
布
教
、
伝
導
の
過
去
の

有
り
方
等
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
と
ら
え
て

い
か
な
け
れ
ば
、
問
題
の
本
質
に
せ
ま
る
事

も
、
運
動
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
も
出
来
な

い
。
　
そ
し
て
常
に
部
落
問
題
は
こ
の
よ
う
に
し

て
、
研
究
、
検
討
さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
、

偏
見
を
な
く
し
た
り
、
正
し
く
理
解
さ
せ
た

2

り
、
意
識
を
変
革
さ
せ
た
り
す
る
よ
う
な
営

み
と
し
て
位
置
つ
か
な
い
と
考
え
て
い
る
。

一
つ
の
側
面
か
ら
安
易
に
結
論
を
見
出
し
た

と
こ
ろ
で
、
そ
れ
が
真
の
部
落
問
題
解
決
に

結
び
つ
か
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
朝
日
新
聞

の
中
で
提
起
さ
れ
、
同
紙
で
論
陣
を
は
っ
た

セ
ン
ダ
ラ
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
の
こ
と
で
も
明

ら
か
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
が
、
差
別
の
現
実
か
ら
学
ぶ
と

か
、
部
落
の
実
態
か
ら
学
ぶ
と
か
の
表
現
で

と
ら
え
て
き
た
こ
と
は
、
実
は
出
来
る
だ
け

具
体
的
事
実
に
そ
く
し
た
多
く
の
実
態
か
ら

ひ
と
つ
の
本
質
に
せ
ま
っ
て
い
こ
う
と
す
る

総
合
的
関
係
を
重
視
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
と
と
も
に
被
差
別
の
側
に
あ
る
人
達
の

痛
み
や
口
惜
し
い
思
い
を
如
何
程
に
わ
が
も

の
に
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
か
か
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
部
落
に
対
す
る
予
断
や
偏
見
は
、
こ
れ
ま

で
支
配
す
る
側
、
権
力
の
側
か
ら
の
文
化
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
事
は
明
白
で
あ
る
。

　
今
、
差
別
意
識
の
根
源
の
と
こ
ろ
に
”
穣

れ
”
意
識
が
よ
こ
た
わ
っ
て
い
る
事
実
と
て

ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
賎
視
観
、
不
浄
観

に
触
れ
な
い
で
差
別
批
判
を
展
開
し
て
み
て

も
、
長
い
歴
史
の
中
で
形
成
さ
れ
た
意
識
を

変
え
る
こ
と
は
出
来
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
仏
教
徒
と
し
て
の
啓
発
に
か
か
わ
る
重
要

課
題
と
し
て
統
一
的
な
と
り
く
み
を
全
日
仏

と
し
て
取
り
上
げ
る
べ
き
だ
と
提
案
し
て
お

き
た
い
。

零
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
～

…”””　”　　　””…
ゆ”一柳…”
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回答・全仏顧問弁護士

長谷川　正浩

〔
質
問
〕
本
堂
を
新
築
し
よ
う
と
い
う
話
が

も
ち
上
が
り
ま
し
た
が
、
全
額
を
檀
信
徒
か

ち
寄
付
で
と
い
う
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
の

で
、
従
来
駐
車
場
と
し
て
貸
し
て
い
た
土
地

を
売
却
し
て
こ
れ
を
建
築
費
の
一
部
に
使
お

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
土

地
代
金
の
一
部
で
安
価
な
土
地
を
購
入
し
て

こ
れ
を
駐
車
場
に
貸
付
け
、
そ
の
代
金
で
本

堂
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
得
よ
う
と
総
代

ら
は
い
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
場
合
土
地
の
売

買
代
金
に
税
金
は
か
か
っ
て
く
る
も
の
で
し

ょ
う
か
、
御
教
示
下
さ
い
。
（
大
阪
K
住
職
）

〔
回
答
〕
御
承
知
の
よ
う
に
駐
車
場
に
土
地

を
有
償
で
貸
付
け
て
い
る
場
合
に
は
、
駐
車

場
業
と
し
て
お
寺
の
収
益
事
業
と
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
収
益
事
業
に
使
っ
て
い
た
土
地
を

売
却
し
た
場
合
に
そ
の
代
金
は
収
益
事
業
の

所
得
に
な
る
か
ど
う
か
が
問
題
で
す
。
こ
の

売
却
代
金
が
収
益
事
業
の
所
得
と
な
れ
ば
税

金
が
か
か
り
ま
す
し
、
所
得
に
な
ら
な
い
と

さ
れ
れ
ば
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。
従
来
は
収
益

事
業
を
廃
止
す
る
場
合
に
限
り
課
税
さ
れ
ず
、

そ
れ
以
外
は
収
益
事
業
に
使
用
し
て
お
れ
ば

す
べ
て
課
税
さ
れ
る
と
い
う
取
扱
い
で
し
た

が
、
昭
和
五
十
六
年
の
通
達
の
改
正
で
相
当

期
間
保
有
し
て
い
た
土
地
の
場
合
に
は
課
税

さ
れ
な
い
取
扱
い
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
右

の
相
当
期
間
と
は
お
お
む
ね
十
年
と
解
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
貴
寺
の
場
合
で
す
が
、
従
来
か
ら

で
す
と
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
得
る
た
め

に
と
は
い
え
、
土
地
を
買
い
換
え
て
駐
車
場

業
を
続
け
る
と
課
税
関
係
が
生
じ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
か
ら
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
結
論
は
、
現
行
税

制
が
、
土
地
や
建
物
な
ど
の
基
本
財
産
益
（
キ

ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
）
に
つ
い
て
は
収
益
事

業
課
税
の
対
象
に
し
な
い
と
い
う
原
則
を
採

っ
て
い
る
も
の
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

趣
旨
を
昭
和
五
十
六
年
の
通
達
改
正
が
よ
り

心
底
し
た
形
で
明
確
化
し
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
公
益
法
人
に
つ
い
て
い
え
ば
、

本
来
な
ら
ば
国
や
地
方
公
共
団
体
が
行
う
べ

き
公
益
事
業
を
公
益
法
人
が
荷
っ
て
い
る
の

…
本
堂
新
築
と
駐
車
場
売
却
…

駐
車
場
と
し
て
貸
付
け
て
い
る
土
地
は
い
つ

お
寺
の
土
地
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
が
十
年
以
上
前
か
ら
お
寺
の
土
地
に
な
っ

て
お
れ
ば
、
そ
の
売
買
代
金
は
収
益
事
業
の

所
得
と
な
っ
て
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し

そ
れ
よ
り
も
保
有
期
間
が
短
か
い
と
課
税
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
但
し
、
駐

車
場
業
を
廃
止
す
る
場
合
に
は
、
短
期
保
有

の
場
合
で
あ
っ
て
も
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
、
そ
の
土
地
が
十
年
以
上
前
か
ら
お

寺
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
土
地
を
買
い

か
え
て
駐
車
場
業
を
続
け
て
も
課
税
さ
れ
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
短
期
保
有
の
場
合

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
せ
め
て

法
人
税
は
課
さ
な
い
こ
と
に
し
ょ
う
と
い
う

考
え
方
の
延
長
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
る

も
の
で
す
。
即
ち
、
公
益
法
人
に
法
人
税
は

課
さ
れ
な
く
、
例
外
的
に
収
益
事
業
を
行
な

っ
て
い
る
と
き
に
の
み
収
益
事
業
所
得
と
そ

の
附
随
事
業
所
得
と
に
課
税
さ
れ
る
し
く
み

に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
収
益
事
業
に

な
る
か
ど
う
か
の
判
定
、
収
益
事
業
所
得
に

な
る
か
ど
う
か
の
判
定
に
、
基
本
財
産
益
は

課
税
の
対
象
に
し
な
い
と
い
う
原
則
を
適
用

す
る
ゆ
え
ん
の
も
の
は
、
多
く
の
公
益
法
人

が
基
本
財
産
を
運
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
本

来
国
や
地
方
公
共
団
体
が
や
る
べ
き
公
益
事

業
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
基

本
財
産
益
に
は
課
税
し
な
い
と
い
う
こ
と
に

よ
っ
て
公
益
法
人
の
公
益
事
業
を
支
援
す
る

と
こ
ろ
に
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
う
し
ま
す
と
、
公
益
法
人
の
金
融
収
益

に
課
税
し
よ
う
と
す
る
近
時
の
す
う
勢
は
、

右
の
考
え
方
に
反
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ

う
。
お
寺
で
も
そ
う
で
す
が
、
公
益
法
人
の

多
く
は
基
本
金
を
積
み
立
て
て
お
い
て
そ
の

運
用
益
で
公
益
事
業
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

基
本
財
産
の
処
分
益
に
も
課
税
し
な
い
の
な

ら
ば
、
そ
の
運
用
益
に
も
課
税
し
な
い
と
い

う
の
が
当
然
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
基
本

財
産
で
あ
る
土
地
や
建
物
（
本
堂
や
会
館
）

の
賃
貸
料
収
入
も
安
易
に
収
益
事
業
収
入
と

し
て
し
ま
う
近
時
の
頃
向
も
ま
た
公
益
法
人

に
は
課
税
し
な
い
と
い
う
右
の
考
え
方
と
矛

盾
す
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
い
さ
さ
か
御
質
問
と
か
け
離
れ
た
こ
と
を

申
し
上
げ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
が
、
御
質

問
は
、
公
益
法
人
に
対
す
る
課
税
強
化
と
い

う
近
時
の
動
向
に
対
処
す
る
理
論
的
根
拠
を

考
え
る
う
え
で
重
要
な
問
題
を
含
ん
で
い
る

と
思
い
ま
す
。

…
　
な
お
、
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
毎
月
　
…

…
第
二
・
第
四
木
曜
日
午
後
一
時
か
ら
四
　
…

…
時
ま
で
、
長
谷
川
先
生
に
よ
る
「
法
律
…

…
無
料
相
談
室
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
　
…

…
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
　
　
　
　
　
…
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鈴
木
悟
師
（
全
仏
元
理
事
長
）

　
三
月
十
四
日
、
九
十
五
歳
で
遷
化
。

谷
論
議
宗
務
総
長
。

真
宗
大

局
内
人
事

事
務
総
長

事
務
次
長

総
務
局
長

組
織
局
長

国
際
文
化
局
長

庶
務
部
長

財
務
部
長

時
局
対
策
部
長

組
織
部
長

国
際
部
長

文
化
部
長

庶
務
主
事

財
務
主
事

時
局
対
策
主
事

組
織
主
事

国
際
主
事

文
化
主
事

庶
務
書
記

事
務
総
長

総
務
部
長

財
務
部
長

同
和
推
進
部
長

社
会
部
長

国
際
文
化
部
長

総
務
部
次
長

財
務
部
次
長

瀬野杜斎大石川野水長小塚藤菅野川杜斎小剛川井中野野矢
戸生多藤山川島口野谷峰田木野生田多藤山山島上村田口萩
隆司茂明義浩宏善和川立章雅孝司聖茂明榮浩宏日昌英善信
海祐夫聖信徳之雄子義丸憲雄江祐戌夫聖雅義之宏之隆雄顕
　宏　　　　　　　　彰　　　　 宏

44444444333333333333333333
1　　1　　1　　1　　1　　1　　1　　1　31　31　31　31　31　31　31　31　31　31　31　31　31　31　31　31　31　31

新新新新新新新新退退退退退退退退退退退退退退退退退退
任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任

昭
和
六
十
一
年
五
月
一
日
発
行

同
和
推
進
部
次
長
神
代
紹
文

社
会
部
次
長
　
　
上
田
則
夫

国
際
文
化
部
次
長
小
峰
立
丸

総
務
部
主
事
　
　
水
野
和
子

財
務
部
主
事
　
　
菅
野
孝
江

44444
11111
新新新新新
任任任任任

　
本
誌
の
転
載
で
お
願
い

①
全
仏
社
会
部
ま
で
、
転
載
す
る
旨
を
ご
連
絡

　
下
さ
い
。

②
筆
者
の
了
解
を
求
め
て
下
さ
い
。

③
転
載
さ
れ
ま
し
た
記
事
に
つ
い
て
は
、
各
紙

　
誌
に
そ
の
旨
、
ご
明
記
下
さ
い
。

④
転
載
紙
誌
を
、
全
仏
社
会
部
宛
お
寄
せ
下
さ

　
い
。

美
茎
獲
鼻
録
事
≦
四
月

　
　
七
日
　
日
宗
連
理
事
会

　
　
九
日
　
局
内
会
議

　
　
＋
日
　
法
律
相
談
室

　
十
四
日
　
同
宗
連
総
会
出
席

　
十
五
日
　
基
本
法
実
行
委
員
会

　
十
七
日
　
阿
部
野
龍
正
会
長
・
高
野
山
管
長

　
　
　
　
　
晋
山
式
出
席

　
十
八
日
　
桜
を
見
る
会
出
席

二
十
一
日
　
局
内
会
議

　
　
　
　
　
W
F
B
執
行
委
貝
会
（
タ
イ
）

二
十
三
日
　
同
和
委
員
会

二
十
四
日
　
法
律
相
談
室

　
　
　
　
　
税
務
委
員
会

二
十
五
日
　
同
宗
連
現
地
学
習
会
出
席

二
十
六
日
　
麻
生
文
雄
副
会
長
・
醍
醐
派
管
長

　
　
　
　
　
晋
山
式
出
席

　
三
十
日
　
基
本
法
制
定
要
求
中
央
行
動
出
席

　
　
　
　
　
基
本
法
実
行
委
員
会

　
　
発
行
人
　
矢
　
萩
　
信
　
顕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
行
所

生
活
は
、
体
温
。

ゆとり、ふくらまそうね。中期国債ファンド

笑っていますか、大きな声で。持っていますか、ロずさむ歌。いきいきエブリデf。nくもりと、ゆとり。

大切な貯蓄も、そんな暮らしのためのものでありたいですね。いかがです飢有利さで便利さで

いま注目の中期国債ファンド。毎月複利でふえつづけ、しかも出し入れが自由。みなさんの資

金も、上手に活かすなら、ひとまずは中期国債ファンドへ。夢カミゆとりがふくらみます、弾みます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　楽中期国債ファンドの設定・運用は、山一投信委託

預ける貯蓄から、ふやす貯蓄へ。

〒104東京都中央区八■洲2の4の1
8｛03）276－3181〔代表｝

崇お申込みの際は受益証券説明書をご覧ください。

財
団
法
人
　
　
全
　
日
　
本
　
仏
　
教
　
会
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東
京
都
港
区
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公
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